 第58回　東京銀行団水上競技大会　大会要項 
１．主　　管
三菱東京UFJ銀行
２．日　　時
２０１１年９月１１日（日）



　開　場
　９：００　　（ウォーミングアップ　～９：５０）


　開会式
１０：００


　競技開始
１０：３０


　閉会式
競技終了後　　（大会終了予定　１６：３０）
３．会　　場
千葉県国際総合水泳場　＜２５ｍ×７コース＞


　千葉県習志野市茜浜２－３－３　（℡：０４７４－５１－１５５５）
４．競技種目
下表のとおり。なお、出場資格等は別項に定める。
	
	一般男子
	年齢別男子
	一般女子

	
	
	30歳以上
	40歳以上
	50歳以上
	

	自　由　形
	 25m(op)
 50m

100m
	 50m

100m
	 25m

 50m(op)

	 25m

 50m(op)

	 25m

 50m



	背　泳　ぎ
	 50m
	 50m
	 25m


	 25m


	 25m



	平　泳　ぎ
	 50m

100m
	 50m


	 25m

 50m(op)

	 25m


	 25m

 50m



	バタフライ
	 50m
	 50m
	 25m


	 25m


	 25m



	個人メドレー
	100m
	
	
	
	100m

	リ　レ　ー
	200m
	200m(op)
	100m



	メドレーリレー
	200m
	100m(op)


	100m



	混合リレー
	200m(op)

	混合ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
	100m(op)

	１分間レース
	 25m(op)









※ (op)はオープンレース
５．競技順序
別項のとおり

６．競技方法
(1) 原則として、2010年度日本水泳連盟競泳競技規則により行う


(2) 銀行(含むフィナンシャルグループ)対抗とする


(3) 予選競技は行わず、全てタイムレース決勝とする



その他詳細は別途の定めによる
７．申込規定

（１）参加資格

① 銀行役職員
② 一般に同一銀行グループと認められる会社の役職員
③ 銀行及び銀行グループに10年以上勤務したＯＢ・ＯＧ
（２）出場制限
① 同一種目への各チームからの出場人数制限なし

ただし、１分間レースは各チーム３名までとする
② １人２種目以内（リレー種目及び１分間レースを除く）
③ 年齢別競技における年齢区分は、大会当日の年齢により判断する
また、複数の年齢区分を跨いだ出場も可能であるが、混合リレー種目を除き、同一種目への出場は認めない
④ 申込後の出場種目の変更は原則認めない
（３）申込方法

① 別途定めるエントリーシートに入力の上、電子メールにより期限までに提出する

　 電子メールによる提出が不可の場合は、主管行宛に事前連絡の上、郵送により提出する
　 なお、混合リレー及び１分間レースについては、当日エントリーを認める
② 提出先
　・以下の全てのアドレス宛に送信のこと

a) 三菱東京UFJ銀行　システム部　植杉正樹
　　[会社]
masaki_uesugi@mufg.jp
　　[自宅]
masakin45@gmail.com
b) 三菱東京UFJ銀行　久我山支店　田中小百合
　　[会社]
sayuri_tanaka@mufg.jp
　　[自宅]
expeach81@yahoo.co.jp
③ 提出期限
２０１０年８月３１日（水）　（E-mail必着）
（４）申 込 金

① チーム登録料


不要

② １名１種目(個人種目)につき
１，５００円

③ リレー１種目につき

２，０００円

④ 振込先

三菱東京UFJ銀行　久我山支店（５６７）



普通預金　００３９１２９



東京銀行団水上競技大会　会計　田中　小百合
⑤ 振込期限
２００８年８月３１日（水）　着金
８．表　　彰

　（１）得点計算

① タイムレースの順位に従い、種目ごとに以下のとおりとする（オープン競技を除く）
	順　位
	１位
	２位
	３位
	４位
	５位
	６位
	７位

	得　点
	７点
	６点
	５点
	４点
	３点
	２点
	１点


　 ただし、同一チーム内での得点対象は２名までとし、３番目以下の選手はオープン参加扱い及び表彰の対象外とする
② 得点の最も多いチームを優勝とする

ただし、総合得点が同数の場合は、リレーの得点により決定する
（２）総合成績

① 「男子の部」「女子の部」「総合」の３区分について団体表彰を行う
② 「総合」は、「男子の部」及び「女子の部」の合計得点により決定する

③ 合計得点が同数の場合は、「総合」「男子の部」は一般男子200mリレーの得点、
「女子の部」は一般女子100mリレーの得点により決定する
④ 各区分とも、優勝チームに優勝杯と賞状、２～３位には賞状を贈る
　（３）個別種目

個人及びリレー種目には、各区分とも各種目３位までの者にメダルを授与し表彰する

なお、リレー種目については、代表者１名のみ表彰を受ける

　（４）大会記録

大会記録樹立については、通告のみ行い、表彰は行わない

なお、リレー種目の第１泳者による自由形及び背泳ぎの記録、１分間レースについては、大会記録の対象外とする

９．主将会議

９時３０分より大会本部席横にて行う
10．競技役員
千葉県水泳連盟の協力を得て、主管行が対応する

なお、計時員として各チーム１名（みずほＦＧ、三井住友銀行は２名）の協力を得る
以上
　競　技　方　法　（補　則）　

１．計時について

　① 計時は全自動装置を使用し、1/100秒まで計測する
　② 全自動装置が使用不可の場合は、半自動装置または手動計時(ストップウォッチ)により行う
　③ 全自動装置による着順判定においても同着の場合、生年月日の早い方を上位とする

　④ その他不測の事態が生じた場合は、審判長の判断に委ねるものとする

２．混合リレーについて
　① メンバーは各チーム別に構成する必要はなく、他チームとの交流やメンバーの不足を補うために、他チームからのメンバーを自由に受け入れできるものとする
（会社を跨いだ編成を推奨する）
　② 出場種目数に関する制限に関係なく出場できるものとする

　③ 混合メドレーリレーについては、１チーム４名で編成し、「35歳以上」を１名以上かつ「女子」を１名以上加えることを必須とする

　④ 混合リレーについては、１チーム６名で編成し、「35歳以上」を２名以上かつ「女子」を２名以上加えることを必須とする

　⑤ 上記③及び④において、「35歳以上の女子」は「35歳以上」「女子」のいずれかの区分で１名とカウントし、ダブルカウントは行わない
　⑥ 混合リレーの泳順は、第１泳者から順に25m、25m、50m、25m、25m、50mとする
　⑦ 当日のエントリーを認める

３．１分間レースについて

　① 各チームからの出場人数は男女の別なく３名までとする
　② 出場種目数に関する制限に関係なく出場できるものとする

　③ 25mを１分間に最も近いタイムでゴールした選手を優勝とする

④ １分を超えた選手は失格とする
　⑤ 25mを前に泳ぐものとし、途中で後退した選手は失格とする

　⑥ 当日のエントリーを認める

以上

　競　技　順　序　

[image: image1.emf]【開会式】1. 開会宣言 4. 審判長注意 （　10時00分　）　

2. 優勝杯返還 5. 総務事項連絡

3. 大会委員長挨拶 6. 選手宣誓

（競技開始　10時30分）

 1 一般女子 100m 個人メドレー 決勝 21 50歳以上  25m 背　泳　ぎ 決勝

 2 一般男子 100m 個人メドレー 決勝 22 40歳以上  25m 背　泳　ぎ 決勝

（表　彰） 23 一般女子  25m 背　泳　ぎ 決勝

 3 40歳以上  50m 自　由　形 open （表　彰）

 4 一般女子  50m 自　由　形 決勝 24 30歳以上  50m 背　泳　ぎ 決勝

 5 30歳以上 100m 自　由　形 決勝 25 一般男子  50m 背　泳　ぎ 決勝

 6 一般男子 100m 自　由　形 決勝 （表　彰）

（表　彰） 26 50歳以上  25m バタフライ 決勝

 7 40歳以上  50m 平　泳　ぎ open 27 40歳以上  25m バタフライ 決勝

 8 一般女子  50m 平　泳　ぎ 決勝 28 一般女子  25m バタフライ 決勝

 9 一般男子 100m 平　泳　ぎ 決勝 （表　彰）

（表　彰） 29 30歳以上  50m バタフライ 決勝

10 40歳以上 100m

メドレーリレー

open 30 一般男子  50m バタフライ 決勝

11 一般女子 100m

メドレーリレー

決勝 （表　彰）

12 一般男子 200m

メドレーリレー

決勝 31 50歳以上  25m 平　泳　ぎ 決勝

（表　彰） 32 40歳以上  25m 平　泳　ぎ 決勝

33 一般女子  25m 平　泳　ぎ 決勝

＜　昼　休　み　（　～13時　）　＞ （表　彰）

34 30歳以上  50m 平　泳　ぎ 決勝

13 混　合　  25m １分間レース open 35 一般男子  50m 平　泳　ぎ 決勝

14 混　合　 100m

メドレーリレー

open （表　彰）

（表　彰） 36 40歳以上 200m リ　レ　ー open

15 一般男子  25m 自　由　形 open 37 一般女子 100m リ　レ　ー 決勝

16 50歳以上  25m 自　由　形 決勝 38 一般男子 200m リ　レ　ー 決勝

17 40歳以上  25m 自　由　形 決勝 （表　彰）

18 一般女子  25m 自　由　形 決勝 39 混　合　 200m リ　レ　ー open

（表　彰） （表　彰）

19 30歳以上  50m 自　由　形 決勝

20 一般男子  50m 自　由　形 決勝

（表　彰）

【閉会式】1. 成績発表 （　16時00分　）　

2. 表彰

3. 大会委員長挨拶

4. 閉会宣言


　競 技 上 の 注 意 事 項　

1． 競技規則
競技は、原則として2010年度財団法人日本水泳連盟競泳競技規則により行う。
なお、大会の性格に鑑み、審判長及び大会委員長の判断により、競技規則に沿わない対応を取る場合がある。
2． レース

（1） レースは全てタイムレースとする。

（2） 招集は３組前より行う。

（3） 棄権者が多数出た場合は、主管行の判断により、組・コースを組み直す場合がある。

（4） リレーオーダー用紙は、以下の時間までに大会本部席へ提出のこと。
　　午前中のリレー種目　：　　９時３０分
　　午後のリレー種目　　：　１２時３０分
また、混合リレーの追加エントリー及び１分間レースのオーダーについては、当日のエントリー提出を認め、締切時刻は１２時３０分とする。
（5） 通告は、種目・組・コース・選手名・所属を行う。

（6） 結果の通告は、各種目の上位７名までを全組終了後に行う。
ただし、新記録及び失格については、組ごとに通告する。
（7） スタートは１回のみとし、フライングによるやり直しは行わない。

（8） コース台下または水中からのスタートも可とする。
その場合、社団法人日本マスターズ水泳協会競技規則に準じた姿勢をとり、スタートを行うよう心掛けること。
3． 表彰
（1） 各区分とも各種目上位３位までを表彰する。
（2） ３位までの入賞者は、レース後本部席横で待機のこと。

（3） リレー種目は代表者１名が受賞する。

（4） 閉会式では、一般男子、一般女子、総合の１～３位の団体表彰を行う。
優勝チームは２名、２～３位のチームは各１名が受賞する。
4． アップ・ダウン
（1） メインプール（Ａ面）でのアップは、９時～９時５０分とする。
なお、６・７コースはダッシュコースとし、スタート側からの一方通行とする。

（2） 昼休み時間帯については、午前のレース終了後～１２時５０分の間、メインプール（Ａ面）でのアップを許可する。

（3） アッププール（Ｂ面）は、９時５０分～開会式終了時を除き、９時～閉会式開始前までは終日利用可能。
5． その他

　（１）前年度優勝チームは、開会式前までに優勝杯を持って、大会本部横に集合のこと。
以上

　会 場 使 用 上 の 留 意 事 項　

１．出入口

　　選手・観客は２階東側出入口を使用し、１階出入口は使用しないこと。

２．観客席及びスタンド裏通路の利用

（１）西側観覧席の各チーム指定の場所を控え場所・応援席として使用すること。
観覧席は、各チーム指定の区画を利用のこと。
（２）飲食は観覧席・ギャラリーを使用し、更衣室・プールサイドには持ち込まないこと。
（３）ごみは、各チームにて分別管理を行うこと。（指定のゴミ袋を主管行より配布）
最終処分は大会終了後、主管行にて実施。
（４）喫煙場所は２階東側出入口外のみ。（水泳場内は全館禁煙）

３．更衣室の使用
　（１）選手の更衣に際しては、メインプールの更衣室の使用可。ただし、ロッカーは使用不可。

（２）盗難事件が発生しており、貴重品・荷物は各自・各チームで責任を持って管理のこと。
４．プールサイド

　（１）プールサイドへは、２階下駄箱で履物を脱ぎ、脇の階段からは裸足で入場のこと。

　（２）プールサイドは競技役員以外は原則として全て裸足。選手はサンダルも含め一切禁止。

　（３）メインプール中央通路は、大変滑りやすく危険なため、選手の通行は厳禁。
　（４）飛込プール、サブプールは他団体利用及び一般開放のため使用不可。

　（５）アッププール（Ｂ面）での子供の入水は可能。ただし、必ず保護者が付き添うこと。
また、水泳場の規則により、浮き輪やビーチボール等の持込厳禁。
（水泳場備付のビート板等のみ使用可）
５．写真・ビデオ撮影
　（１）水泳場内での写真・ビデオ撮影については、許可制とする。
（カメラ付携帯電話での撮影についても同様）
大会受付で申請の上、撮影許可証を受領のこと。

（２）撮影の際には、撮影許可証を常時見える場所に提示すること。
（３）不審者への対応は原則各チームで自衛策を講じること。万一、不審者・不審物を発見した際は、直ちに大会本部へ連絡のこと。
６．駐車場
　（１）水泳場地下の有料駐車場は１時間２００円。
駐車スペースが少ないため、極力公共交通機関を利用のこと。
　（２）主管行にて各チーム１～２台分の無料枠を確保。取扱いについては別途各行主将宛連絡。

７．その他
　（１）大会終了後は、速やかに退場のこと。
　（２）退場時には、ごみや忘れ物について、各チームで責任を持って確認のこと。
万一、忘れ物をした場合は、主管行宛に問い合わせること。各チームから直接水泳場側へ問い合わせは行わないこと。

　（３）スタンドのコンセントから大会時に持ち込んだ家庭用ビデオ、携帯電話等への充電は行わないこと。

以　上
別紙１
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